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議会運営委員会議会運営委員会 種清　喜之

松本　幸子

本田　文夫

藤岡　康治

酒井　裕史

高橋　　輝
片岡　英晃
中島　祐子
梅原　哲史
柳原　秀一
井田佳代子
本田　文夫

委 員 長

副委員長

委　　員

定例会の会期や進め方などを協議し、円滑な議会運営を行います。

議　　　長

副　議　長

監 査 委 員

京都府後期高齢者
医療広域連合議会議員

京都地方税機構
議会議員
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錦
秋
の
候　

市
民
の
皆
様
に
は
ご

清
祥
に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
よ
り
綾

部
市
議
会
並
び
に
市
政
運
営
に
対

し
、
格
別
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を

賜
り
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

さ
て
、
本
年
８
月
に
執
行
さ
れ

ま
し
た
綾
部
市
議
会
議
員
一
般
選

挙
に
お
き
ま
し
て
、
市
民
の
皆
様

か
ら
負
託
を
受
け
18
名
の
者
が
第

19
期
綾
部
市
議
会
議
員
と
し
て
選

任
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
今
般
、

９
月
定
例
会
に
お
い
て
私
ど
も
が

綾
部
市
議
会
議
長
、
副
議
長
に
就

任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

市
民
一
人
ひ
と
り
が
夢
や
希

望
、
幸
せ
を
実
現
で
き
る
ま
ち
綾

部
の
礎
を
築
け
る
よ
う
、
誠
心
誠

意
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
る
決
意

で
す
。

　

一
方
で
、
今
般
の
綾
部
市
議
会

議
員
一
般
選
挙
に
お
き
ま
し
て

は
、
あ
わ
や
無
投
票
と
い
う
状
況

に
陥
り
、
ま
た
、
投
票
率
が
過
去

最
低
に
な
る
な
ど
、
ま
ち
づ
く
り

や
政
治
、
と
り
わ
け
市
議
会
へ
の

市
民
の
関
心
の
薄
さ
が
顕
在
化
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
政
治
家
と
し

て
そ
の
責
任
の
一
端
を
痛
感
し
て

お
り
ま
す
。
責
任
あ
る
二
元
代

表
制
の
一
翼
を
担
う
市
議
会
と

し
て
、
早
急
に
議
会
活
性
化
の
取

り
組
み
を
進
め
る
べ
く
、
こ
の
度

「
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会
」
を

設
置
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

関
心
の
度
合
い
や
年
齢
層
に
応

じ
た
情
報
発
信
の
あ
り
方
、
議
員

の
な
り
手
不
足
へ
の
対
応
、
よ
り

効
果
的
な
議
会
運
営
の
実
施
な

ど
、
議
会
活
性
化
に
向
け
た
調
査

研
究
と
そ
の
実
行
に
努
め
て
ま
い

る
所
存
で
す
。

議会の新体制が決まりました議会の新体制が決まりました

　

ま
た
、
私
た
ち
は
今
、
デ
ジ
タ

ル
技
術
の
急
速
な
発
展
や
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
な
ど
、
予
測
す
る
こ
と
が

困
難
で
、
答
え
が
常
に
変
化
す
る

不
安
定
な
時
代
に
立
た
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
社

会
の
大
き
な
変
化
に
戸
惑
う
の
で

は
な
く
、
そ
の
よ
う
な
ピ
ン
チ
の

中
で
生
ま
れ
る
チ
ャ
ン
ス
を
逃
す

こ
と
な
く
、
上
手
く
故
郷
の
力
に

変
え
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で

す
。
そ
の
た
め
に
も
、
市
政
執
行

の
監
視
の
み
な
ら
ず
、
市
民
の
皆

様
か
ら
ご
意
見
や
ご
要
望
を
お
聞

き
し
、
積
極
的
に
政
策
提
案
を
し

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

議
員
間
や
市
長
と
議
論
を
交
わ

す
中
で
も
、
と
も
に
故
郷
の
明
る

い
未
来
を
想
い
描
き
、
力
を
合
わ

せ
る
こ
と
で
、
市
民
一
人
ひ
と
り

が
夢
や
希
望
、
幸
せ
を
実
現
で
き

る
ま
ち
綾
部
の
礎
を
築
く
こ
と
に

つ
な
が
る
と
確
信
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
も
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
こ
と
を
お
願
い
申
し
上
げ
、

就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

就
任
あ
い
さ
つ議　長

種 清 喜 之
副議長

松 本 幸 子
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令和４年12月定例会の日程予定
　12月定例会は、11月28日から12月16日までの19日間の会期で予定しています。

11月28日（月）　本会議（議案上程）
12月  5日（月）　請願受理締切り（正午）

6日（火）～8日（木）　一般質問
9日（金）　総務教育建設委員会

12月12日（月）　産業厚生環境委員会
13日（火）　予算決算委員会（総括質疑）
14日（水）　予算決算委員会（予算審査）
16日（金）　本会議（採決）

常任委員会

議員全員で構成

予算決算委員会 副委員長 井田佳代子委員長 渡辺　弘造

予算決算議案等に関する事項について審査します。

市民環境部、福祉保健部、農林商工部、
定住交流部、農業委員会及び上下水道部
の所管に関する事項について審査します。

産業厚生環境委員会

委 員 長

副委員長

委　　員

梅原　哲史
藤岡　康治
河北ひさ子
塚﨑　泰史
吉崎　篤子
高橋　　輝

安藤　和明
片岡　英晃
松本　幸子

市長公室、企画総務部、建設部、会計課、
消防本部及び教育委員会の所管に関する
事項並びに他の常任委員会に属さない事
項について審査します。

総務教育建設委員会

委 員 長

副委員長

委　　員

柳原　秀一
酒井　裕史
後藤　　光
渡辺小百合
中島　祐子
井田佳代子

渡辺　弘造
本田　文夫
種清　喜之

議員全員で構成

議会活性化特別委員会 副委員長 高橋　　輝委員長 安藤　和明

議会活性化に関する調査研究をします。

■ ■ ■

■ ■ ■

特別委員会

■ ■ ■

■ ■ ■
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Digest
9月定例会

令和４年９月定例会を９月20日から10月26日までの37日間の

会期で開催しました。

本定例会では市長から提案された議案31件を審議しました。議案

については、いずれも原案のとおり可決・承認しました。（採決の結果

は７ページに記載）

上程された議案は、３つの常任委員会に付託され、審査しました。そ

の内容は次のとおりです。

夢や希望を実現できるまちづくりを着実に推進するとともに、夢や希望を実現できるまちづくりを着実に推進するとともに、
新型コロナウイルス感染症対策を実施新型コロナウイルス感染症対策を実施

●審査のあらまし
決算審査は、10月17日から10月24日まで

のうち５日間にわたり慎重に審査しました。
一般会計と特別会計の歳入総額は275億

9,250万円、歳出総額は273億4,376万円で、
歳入歳出差引は２億4,874万円の黒字となりま
した。一般会計では50年連続の黒字となりまし
た。
公営企業会計は、上水道事業会計の当年度純

利益5,511万円で39年連続の黒字となりまし
た。下水道事業会計は、令和元年度の公営企業
法適用以降赤字で、当年度純損失１億1,625万

円となりました。病院事業会計の当年度純損失
は１億1,853万円で２年連続の赤字となりまし
た。

●市債残高は３年連続減少、基金残高は４年連
続で増加

一般会計の市債（借金）はリサイクル施設整
備事業や旧市民センター解体事業、災害復旧事
業などの完了により、２億4,718万円減の141
億474万円となり、基金（貯金）は行財政健全
化の取組等により、８億6,400万円増の56億
4,494万円となりました。

決算審査

予算決算委員会

区　　　　分

一 　 般 　 会 　 計

特

　
　別

　
　会

　
　計

歳入総額 歳出総額

市立診療所等特別会計

農林業者労働災害共済特別会計

国民健康保険特別会計

介 護 保 険 特 別 会 計

後期高齢者医療特別会計

駐 車 場 特 別 会 計

住宅・工業団地事業特別会計

小 計

18,670,115,497

35,553,682

1,969,796

3,441,548,297

4,774,465,448

618,715,799

10,422,859

39,708,240

8,922,384,121

27,592,499,618

18,565,653,059

35,553,682

734,024

3,417,173,121

4,665,926,876

608,585,408

10,422,859

39,708,240

8,778,104,210

27,343,757,269

（単位：円）

総務費
18.0％

市税
23.8％

繰入金　1.6％
諸収入　1.2％国庫支出金

20.0％

府支出金
9.1％

市債
5.4％

地方交付税
28.5％

分担金・負担金　0.2％

地方譲与税 1.1％　
利子割交付金 0.0％
配当割交付金 0.2％　
株式等譲渡所得割交付金 0.2％
法人事業税交付金 0.4％
地方消費税交付金 4.1％　
自動車取得税交付金 0.0％
環境性能割交付金 0.1％
地方特例交付金 0.6％
交通安全対策特別交付金 0.0％

民生費
35.4％

教育費
7.7％

公債費 
7.1％

衛生費
10.9％

消防費　3.5％

議会費　0.9％
労働費　0.1％

災害復旧費　0.0％

財産収入　0.2％
寄附金　1.0％
繰越金　0.3％

公
営
企
業
会
計

区　　　　分 収　　入 支　　出

上 水 道 事 業

下 水 道 事 業

病 院 事 業

1,013,674,586

1,619,903,864

6,490,611,142

9,124,189,592

958,563,657

1,736,150,260

6,609,140,619

9,303,854,536合 　 　 　 　 計

合 　 　 　 　 計

令和3年度 歳入歳出の状況（一般会計）

自主財源 30.4％

依存財源 69.6％

《歳入》

186億7,011.5万円

令和3年度 会計別決算収支の状況

使用料・手数料　2.0％

《歳出》

185億6,565.3万円

商工費　2.9％
農林水産業費　3.2％

土木費
10.3％

令和３年度決算を可決・認定令和３年度決算を可決・認定



■ 一般会計
〈全般〉
・第６次綾部市総合計画のスタート年度として、新型
コロナウイルス感染症対策やウイズコロナに向け
臨時交付金など国の財源を巧みに活用し、市民生
活への支援、経済対策を実施。また、夢や希望を
実現できるまちづくりを推進するべく幅広い分野に
対し、きめ細やかにハード・ソフト事業を実施され
たことを評価する。

〈総務費〉
・移住立国プロジェクト事業費を評価する。ますます
中身を強化・充実し、ハローワークの就職情報や補
助金情報、定住支援情報なども掲載されたい。

〈民生費〉
・病児保育事業費について評価する。子育て世代が
本市で安心して生活できることに期待する。

〈衛生費〉
・新型コロナウイルスワクチン接種事業費において
は、コロナワクチン接種体制確保事業を有効に活
用され、高い接種率を達成できたことを評価する。

〈労働費〉
・北部地域連携都市圏ステップアップ事業費、緊急
人材確保対策事業費を大いに評価する。人材不足
と言われている中、一人でも多くの方が、府北部で
の就労ができるよう引き続き支援されたい。

〈農林水産業費〉
・綾部ふれあい牧場魅力再発見事業費において、環
境整備を図るとともに、更に地域の活性化の促進
を図られたい。

〈商工費〉
・コロナ禍にあって、安定した企業活動や市民生活
を維持するための速やかな施策の展開を図られた
ことを評価する。今後とも更なる施策の充実を図ら
れたい。

〈土木費〉
・老朽化し、立地条件の悪い市営住宅に替わって新

築借上型市営住宅を整備する借上住宅維持管理
費を評価する。今後も更なる拡充を図られたい。

〈消防費〉
・京都府中・北部地域消防指令センター整備事業費
を高く評価する。将来の指令センターとして充実し
た実施設計を図られたい。

〈教育費〉
・空調設備整備事業費により、小・中学校の音楽室
と理科室の空調設備が整備されたことを評価する。

一般会計は賛成多数、他の 10議案は全員賛成で可決及び認定となりました。委員会審査で出された主
な意見は次のとおりです。

審査の結果
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新型コロナウイルス感染症対策の強化に加え、原
油価格・物価高騰に直面する市民、事業者、農業者
等への影響を緩和するため、緊急的かつ機動的な対
策による経済活動等への支援のほか、緊急時等の避
難に関する経費。また、低所得世帯への支援に対す
る経費が追加されるなど総額７億513万円の追加予
算が計上されました。
＜主な内容＞
・販売促進キャンペーン事業
・社会福祉施設等原油価格高騰対策応援事業

・がんばろう！農業生産緊急サポート事業
・がんばろう！畜産緊急サポート事業
・マイナンバーカード取得促進事業費
・緊急時避難円滑化事業費
・タクシー運行維持確保事業費補助金
・価格高騰緊急支援給付金支給事業費
その他、専決処分事項の報告１件と特別会計４件

について審査しました。
採決の結果、７議案とも全員賛成で可決及び承認

となりました。

■ 国民健康保険特別会計

・コロナ禍・物価高騰で貧困が進行しており、引き続
き減免制度など周知徹底を図られたい。

■ 後期高齢者医療特別会計

・コロナ禍において、10月からの窓口負担２割化が
受診抑制につながらないことを求める。

■ 駐車場特別会計

・市営駐車場には全日利用券が無いので、上限付き
の駐車場とされたい。

■ 住宅・工業団地特別会計

・住宅団地残り17区画の早期完売に努力願いたい。

■ 下水道事業会計

・過度な一般会計からの財政負担は、受益者負担の
原則からも課題である。今後下水道使用料等の見
直しの検討を行う一方、低所得世帯等への負担軽
減・減免措置も検討しつつ、持続可能な下水道事
業の運営に注力されたい。

■ 介護保険特別会計

・高齢者も現役世代も安心できる介護保険制度のた
め、また介護職員不足解消のため国庫負担の増額
を強く求めること。

Digest

令和４年度一般会計補正予算（第５号・第６号）
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●（仮称）駅北複合施設整備工事（建築本体
工事・電気設備工事）請負契約を締結
駅北複合施設の建築本体工事は、福岡・八
津合・平成監理特定建設工事共同企業体を契
約の相手方として、12億1,035万2,000円
で、電気設備工事は、ヒフミ・丸仁特定建設
工事共同企業体を契約の相手方として、１億
6,121万1,600円で工事請負契約が締結さ
れるもので、産業厚生環境委員会との連合審
査による一括審査としました。
質疑の中で、「公募型指名競争入札という
ことだが、参加した企業はいくつあったの
か」との質問に対し「建築本体工事、電気設
備工事ともに落札業者を含め３ＪＶであっ
た」との答弁がありました。また、「資材が高
騰しているが今後影響はあるのか」との質問

に対し、「今現在も各資材が上がっているが、
できるだけそれを抑える形で進めたいと考え
ている」との答弁がありました。
特に意見もなく、採決の結果、全員賛成で
可決となりました。
その他、２議案について審査を行い、採決
の結果、全員賛成で可決となりました。

●あやべ山の家及びふるさと味あやべ工房
の設置及び管理に関する条例の廃止
株式会社緑土が管理する両施設が、建設か
らそれぞれ40年、30年以上経過し、利用者
が減少していることに加え、今後増大が予想
される施設の維持管理費を鑑み、条例を廃止
するものです。
質疑の中で、「山の家の利用者が減少して
きているということだが、ピーク時の利用人
数と推移はどうか」との質問があり、「利用者
のピークは宿泊が平成26年の1,399人から
徐々に減少し、令和３年には289人となっ
た。飲食等は平成31年には4,200人台まで
利用客を伸ばしたが、令和３年には1,526人
まで減少した」との答弁がありました。また、
「工房廃止に伴い地域住民は止むを得ないと
受け止めている状況か」との質問があり、「こ
こ数年、施設の利用もないことから、特に反
対意見はない」との答弁がありました。
特に意見もなく、採決の結果、全員賛成で
可決となりました。

●衛生公苑大規模改修工事請負契約を締結
老朽化している受入槽等の機能保持のため
に実施する衛生公苑大規模改修工事につい

て、株式会社クリタス西日本支社を契約相手
方として、契約金額３億3,968万円で請負契
約が締結されます。
質疑の中で、「４、５年前にも衛生公苑で大
規模改修工事があったが、今回の工事を終え
ることで、衛生公苑の施設全体のうちどれだ
けの部分が改修を終えるのか」との質問があ
り、「４、５年前は脱水機や汚泥焼却炉の改修
を実施したが、今回は貯留槽の整備というこ
とで、凝集沈殿槽や沈殿槽・曝気槽の工事は
入っていない。また、昭和43年以降54年が
経過する中で老朽化しているところの修繕を
計画したものである」との答弁がありました。
特に意見もなく、採決の結果、全員賛成で
可決となりました。
その他、１議案について審査を行い、採決
の結果、全員賛成で可決となりました。

あやべ山の家、ふるさと味あやべ工房の用途廃止ほか産業厚生環境委員会

駅北複合施設の工事が始まります総務教育建設委員会

汚泥受入槽・汚泥貯留槽等の改修箇所

完成予想図
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専決処分事項の報告

令和３年度決算

人事案件

件　　　名 結果

その他議案

《 全員賛成で可決・認定・同意・承認した議案》
件　　　名 結果

住宅・工業団地事業特別会計歳入歳出決算の認定について

上水道事業会計利益の処分及び決算の認定について

下水道事業会計決算の認定について

病院事業会計利益の処分及び決算の認定について

監査委員の選任について

公平委員会委員の選任について

固定資産評価審査委員会委員の選任について

人権擁護委員の候補者の推薦について

人権擁護委員の候補者の推薦について

（仮称）駅北複合施設整備工事（建築本体工事）請負契約の締結について

（仮称）駅北複合施設整備工事（電気設備工事）請負契約の締結について

衛生公苑大規模改修工事請負契約の締結について

和解について

専決処分事項の報告について（令和４年度一般会計補正予算（第４号））

議第69号

議第70号

議第71号

議第72号

同第４号

同第５号

同第６号

諮第２号

諮第３号

議第73号

議第74号

議第75号

議第76号

報第３号

議第53号

議第54号

議第55号

議第56号

議第57号

議第58号

議第59号

議第60号

議第61号

議第77号

議第63号

議第64号

議第65号

議第66号

議第67号

議第68号

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

認定

認定

認定

認定

認定

認定

認定

認定

同意

同意

同意

同意

同意

可決

可決

可決

可決

承認

一般職職員の育児休業等に関する条例の一部改正について

あやべ山の家の設置及び管理に関する条例の廃止について

ふるさと味あやべ工房の設置及び管理に関する条例の廃止について

一般会計補正予算（第５号）

農林業者労働災害共済特別会計補正予算（第１号）

国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

介護保険特別会計補正予算（第１号）

後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

一般会計補正予算（第６号）

市立診療所等特別会計歳入歳出決算の認定について

農林業者労働災害共済特別会計歳入歳出決算の認定について

国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について

介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について

後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

駐車場特別会計歳入歳出決算の認定について

《 賛否が分かれた議案》

令和３年度一般会計歳入歳出決算の認定について

渡
辺
小
百
合

河
北
ひ
さ
子

中
島

　祐
子

塚
﨑
﨑泰
史

吉
崎

　篤
子

井
田
佳
代
子

後
藤

　
　光

梅
原

　哲
史

渡
辺

　弘
造

松
本

　幸
子

高
橋

　
　輝

柳
原

　秀
一

藤
岡

　康
治

酒
井

　裕
史

安
藤

　和
明

片
岡

　英
晃

本
田

　文
夫

議第62号 認定

民
政
会

創
政
会

み
ら
い
の

あ
や
べ

共
産
党

公
明
党

会派名

議員

件名・結果

( 賛成： ◯　反対：×)

○ ○ × ○ ○

※議長は採決に加わっていません。

UIターン者定住支援住宅の設置及び管理に関する条例の
一部改正について

令和４年度補正予算

令和３年度決算

可決及び
認定

可決及び
認定

ワ
ク
チ
ン
接
種
と
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
対
応

令
和
３
年
度
は
、
市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
の
も

と
「
チ
ー
ム
綾
部
」「
オ
ー
ル
綾
部
」
の
全
員
野
球

で
「
百
年
に
１
度
の
大
災
厄
」
に
対
し
て
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
始
め
、
目
の
前
の
市
民
の
安
心
・
安
全

へ
の
取
組
を
怠
る
こ
と
な
く
、
着
実
に
取
り
組
ん

だ
。　ま

た
、
こ
の
間
、
市
民
生
活
や
地
域
経
済
は
厳

し
い
環
境
に
さ
ら
さ
れ
た
が
、
行
政
が
し
っ
か
り

と
下
支
え
を
行
う
な
ど
国
の
臨
時
交
付
金
を
活
用

し
、
し
っ
か
り
と
各
種
施
策
を
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
一
方
で
、
駅
北
複
合
施
設
建
設
や
天
文

館
の
大
規
模
改
修
な
ど
明
日
へ
の
希
望
を
失
わ

ず
、
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
を
目
指
し
て
着
実
に
そ
の
土

台
も
築
い
て
き
た
。
コ
ロ
ナ
を
克
服
し
明
日
の
ま

ち
づ
く
り
へ
の
取
組
が
築
け
た
令
和
３
年
度
決
算

議
案
に
賛
成
す
る
。

賛成
民政会

安　藤　和　明

議
第
議
第
6262
号号

令
和
３
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

市
民
の
暮
ら
し
に
直
結
の
施
策
を

消
費
税
の
増
税
や
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

ま
ん
延
か
ら
、
市
民
の
命
と
健
康
・
暮
ら
し
を
守

る
施
策
が
重
要
で
あ
る
。

①
介
護
・
福
祉
等
の
職
場
は
、
特
に
疲
弊
し
て

い
る
の
で
抜
本
的
な
支
援
を
す
る
こ
と
。
②
コ
ロ

ナ
禍
と
不
安
定
な
雇
用
の
子
育
て
世
代
の
給
食
費

や
教
材
費
等
の
負
担
軽
減
を
図
る
こ
と
。
③
時
代

逆
行
の
原
発
新
増
設
や
「
老
朽
原
発
の
最
大
限
活

用
」
な
ど
政
府
の
原
発
回
帰
に
対
し
、
市
と
し
て

再
稼
働
反
対
、
原
発
ゼ
ロ
を
明
言
す
る
こ
と
。
④

人
権
啓
発
推
進
事
業
の
部
落
開
放
同
盟
へ
の
団
体

補
助
金
は
、
他
団
体
と
比
較
し
て
も
多
額
で
あ
り
、

啓
発
活
動
事
業
と
し
て
の
支
出
を
見
直
す
こ
と
。　

基
金
残
高
は
、
増
加
し
て
お
り
、
一
部
を
使
っ

て
で
も
市
民
の
暮
ら
し
を
応
援
す
べ
き
で
あ
る
。

反対
日本共産党

吉　崎　篤　子

論討



Ｑ　

地
域
福
祉
の

担
い
手
と
し
て
活

動
を
す
る
民
生
・

児
童
委
員
は
、
高

齢
化
や
担
い
手
不

足
な
ど
で
欠
員
が

全
国
的
に
広
が
っ

て
い
る
。
欠
員
状

況
、
年
齢
構
成
、
男
女
比
な
ど
本
市
の
現
状
や

年
間
の
活
動
費
は
。

Ａ　

定
数
は
１
３
１
名
、
現
在
、
欠
員
は
な
い
状

況
で
あ
る
。
平
均
年
齢
は
69
歳
、
男
女
比
は
男

性
が
44
％
、
女
性
が
56
％
、
年
間
の
活
動
費
は

交
通
費
や
通
信
費
な
ど
の
必
要
経
費
へ
の
充
当

と
し
て
年
間
８
万
２
千
円
で
あ
る
。

Ｑ　

高
齢
者
、
子
ど
も
、
障
害
者
に
関
す
る
こ

と
、
そ
れ
ぞ
れ
分
野
別
の
活
動
割
合
と
相
談
支

援
の
内
容
は
。

Ａ　

分
野
別
活
動
状
況
は
高
齢
者
に
関
す
る
こ
と

が
53
％
、
子
ど
も
が
27
％
、
障
害
者
が
６
％
、

そ
の
他
が
14
％
。
高
齢
者
や
障
害
者
に
関
す

る
主
な
内
容
は
、
在
宅
福
祉
や
健
康
、
保
健
医

療
、
子
ど
も
に
関
し
て
は
、
子
ど
も
会
や
自
治

会
行
事
へ
の
参
加
な
ど
、
子
ど
も
の
地
域
生
活

に
関
係
す
る
も
の
が
多
い
状
況
で
あ
る
。

Ｑ　

自
治
会
世
帯
数
に
応
じ
て
定
数
が
割
り
当
て

ら
れ
て
い
る
が
、
世
帯
数
や
人
口
と
活
動
量
は

必
ず
し
も
比
例
し
て
い
な
い
よ
う
だ
。
活
動
量

を
左
右
す
る
担
当
地
区
の
特
徴
に
応
じ
た
定
数

の
変
更
は
可
能
な
の
か
。

Ａ　

世
帯
数
に
応
じ
た
配
置
基
準
は
京
都
府
が
定

め
て
い
る
が
、
地
域
の
実
態
な
ど
特
別
な
事
情

が
あ
る
場
合
は
市
に
ご
相
談
い
た
だ
き
た
い
。

民生・児童委員の現状と課題は創政会　　梅　原　哲　史

Ｑ　

市
の
学
校
給

食
は
、
全
国
的
に

重
要
な
位
置
に
あ

る
と
考
え
る
。
今

日
に
至
る
ま
で
の

経
緯
と
現
状
、
中

で
も
自
校
調
理
式

の
良
さ
は
。

Ａ　

学
校
給
食
は
、
単
な
る
食
の
提
供
だ
け
が
目

的
で
は
な
く
、
子
ど
も
た
ち
の
心
身
の
成
長
と

豊
か
な
人
間
性
を
育
み
、
生
き
る
力
の
基
礎
を

築
く
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
い
っ

た
こ
と
か
ら
も
、
平
成
30
年
度
か
ら
府
内
14
市

で
唯
一
全
校
に
自
校
調
理
方
式
に
よ
る
学
校
給

食
を
実
施
し
て
い
る
。

Ｑ　

今
や
学
校
給
食
は
、
教
科
学
習
同
様
、
食
育

の
生
き
た
教
材
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、

２
０
１
０
年
以
降
、
無
償
化
す
る
地
方
自
治
体

が
広
が
り
始
め
て
い
る
。
市
と
し
て
も
踏
み
出

す
べ
き
で
は
。　

Ａ　

年
間
で
約
１
億
１
，
４
２
０
万
円
の
大
き
な

財
政
負
担
が
伴
う
も
の
で
あ
り
、
今
後
も
健
全

な
財
政
運
営
の
下
、
将
来
に
わ
た
り
安
全
・
安

心
な
学
校
給
食
を
実
施
す
る
た
め
、
給
食
費
の

負
担
に
つ
い
て
は
保
護
者
に
お
願
い
し
た
い
。

Ｑ　

「
給
食
費
の
無
償
化
や
半
額
化
な
ど
、
思
い

切
っ
た
子
育
て
支
援
を
し
て
ほ
し
い
」
と
の
保

護
者
の
声
が
あ
る
。
国
や
京
都
府
に
も
負
担
を

求
め
る
こ
と
と
一
体
に
検
討
の
考
え
は
。　

Ａ　

国
の
交
付
金
拡
充
も
あ
り
、
自
治
体
の
学
校

給
食
費
の
保
護
者
負
担
軽
減
に
関
す
る
事
業
も

可
能
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
財
源
活
用
に
つ
い

て
は
、
今
後
も
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

学校給食の無償化について問う日本共産党　 塚　﨑　泰　史
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市政を問う
９月30日から10月４日のうち３日間にわたって15人の議員が市政全般について質問を行いました。

ここでは一般質問の要旨を掲載します。（掲載は登壇順）

一 般 質 問

　QRコードを読み取ると、一般質問の録画映像がご覧いただけます。お使いの携帯電話にQRコード読み取り機能がある場合、記事
内のQRコードを読み取るだけでURL が表示されます。ホームページから検索しなくても手軽にアクセスできます。
※操作方法は、お使いの機種によって異なりますので取扱い説明書等でご確認ください。

QR コードからアクセス



Ｑ　

本
年
４
月
に

延
町
周
辺
の
内
水

対
策
と
し
て
雨
水

ポ
ン
プ
場
が
完
成

し
た
。
そ
の
喜
び

も
さ
め
や
ら
ぬ
本

年
７
月
９
日
に
、

市
街
地
に
瞬
間
的

な
豪
雨
が
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
都
市
下
水
路
が

ク
ラ
ン
ク
状
に
な
っ
た
宮
代
町
の
市
民
ホ
ー
ル

付
近
で
浸
水
被
害
が
発
生
し
た
が
状
況
は
。

Ａ　

７
月
９
日
の
局
地
的
集
中
豪
雨
は
、
19
時
か

ら
２
時
間
と
い
う
短
時
間
で
累
加
１
０
０
ミ
リ

を
超
え
る
猛
烈
な
降
雨
と
な
り
、
市
街
地
道
路

の
冠
水
等
の
被
害
が
広
範
囲
で
発
生
し
た
。
と

り
わ
け
都
市
下
水
路
の
排
水
能
力
を
超
え
る
豪

雨
に
よ
り
、
市
民
ホ
ー
ル
で
床
上
浸
水
の
被
害

が
発
生
し
た
。

Ｑ　

「
雨
水
対
策
基
本
計
画
」
に
よ
る
と
中
長
期

的
・
段
階
的
整
備
と
さ
れ
た
上
流
域
の
都
市
下

水
路
幹
線
の
整
備
に
つ
い
て
、
現
状
を
踏
ま
え

て
ど
の
よ
う
に
計
画
性
を
持
っ
て
溢い
っ
す
い水

被
害
の

低
減
を
図
る
の
か
。　

Ａ　

令
和
３
年
の
水
防
法
並
び
に
下
水
道
法
の
改

正
に
伴
い
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
浸
水

被
害
の
状
況
を
明
確
に
示
す
「
内
水
浸
水
想
定

区
域
図
」
の
作
成
を
先
行
さ
せ
る
こ
と
が
必
要

と
な
っ
て
い
る
。
雨
水
対
策
に
係
る
施
設
は
規

模
が
大
き
く
な
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
施
設
整
備

に
は
時
間
と
多
額
の
費
用
を
要
す
る
こ
と
と
な

る
た
め
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
作
成
し
、
そ

の
結
果
等
を
活
用
し
、
効
率
的
で
効
果
的
な
整

備
と
な
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
た
い
。

市街地の都市下水路の溢
いっすい

水対策は民政会　　安　藤　和　明

Ｑ　

ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
に
は
、
豊
里

地
域
の
観
光
名
所

と
し
て
、
私
市
円

山
古
墳
公
園
、
里

山
ね
っ
と
・
あ
や

べ
、
綾
部
市
梅
林

公
園
、
楞
厳
寺
、

綾
部
ふ
れ
あ
い
牧
場
な
ど
が
あ
る
。
市
内
外
か

ら
の
多
く
の
来
場
者
で
綾
部
に
賑
わ
い
を
も
た

ら
し
て
い
る
綾
部
ふ
れ
あ
い
牧
場
の
施
設
概
要

と
経
年
に
よ
る
施
設
維
持
状
況
は
。

Ａ　

市
民
の
畜
産
へ
の
理
解
と
関
心
の
向
上
と
都

市
住
民
と
の
交
流
の
場
と
し
て
、
平
成
７
年
に

オ
ー
プ
ン
し
、
公
共
育
成
牧
場
と
し
て
国
の
事

業
を
活
用
し
総
額
約
８
億
４
，
０
０
０
万
円
を

か
け
、
人
と
動
物
が
触
れ
合
う
施
設
と
し
て
整

備
し
た
。
施
設
の
経
年
劣
化
は
否
め
な
い
が
、

施
設
管
理
者
の
努
力
も
あ
り
景
観
を
維
持
、
市

で
も
、
ト
イ
レ
の
水
洗
化
や
災
害
時
の
復
旧
工

事
、
企
画
研
修
棟
の
エ
ア
コ
ン
修
理
や
看
板
の

建
替
え
な
ど
実
施
し
て
き
た
。

Ｑ　

観
光
と
は
一
線
を
画
し
た
目
的
で
ス
タ
ー
ト

し
た
が
、
今
や
管
理
委
託
を
さ
れ
て
い
る
株
式

会
社
農
夢
や
、
ふ
れ
あ
い
食
堂
ハ
イ
ジ
の
キ
ッ

チ
ン
の
お
か
げ
で
、
観
光
名
所
に
生
ま
れ
変

わ
っ
た
と
考
え
る
が
、
今
後
の
観
光
化
に
向
け

て
の
計
画
は
。　

Ａ　

来
場
者
が
よ
り
楽
し
め
る
施
設
と
し
て
、
観

光
化
に
向
け
て
の
施
設
整
備
等
を
行
い
、
更
に

魅
力
が
向
上
で
き
る
よ
う
研
究
を
重
ね
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

豊里地域の観光施設について問う創政会　　後　藤　　光

Ｑ　

情
報
発
信
は

ま
ち
づ
く
り
の

キ
ー
ワ
ー
ド
の
一

つ
と
し
て
挙
げ
ら

れ
、
こ
れ
ま
で

様
々
な
施
策
を
実

施
し
て
き
た
。
近

年
で
は
、
ラ
イ
ン

ア
カ
ウ
ン
ト
に
よ
る
情
報
発
信
に
も
取
り
組
む

な
ど
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
取
組
を
展

開
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
評
価
し
て
い
る
。
市
内

外
に
対
す
る
情
報
発
信
の
現
状
は
。

Ａ　

広
報
ね
っ
と
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
メ
ー
ル
マ

ガ
ジ
ン
の
ほ
か
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
は
、
ラ
イ
ン
や

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
は
、

「
旬
を
お
届
け
！
撮
れ
た
て
あ
や
べ
」
を
配
信

し
て
い
る
。
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
活
用
し
て
市
内

外
へ
の
情
報
発
信
に
努
め
て
お
り
、
今
後
も
、

き
め
細
や
か
な
情
報
発
信
に
心
掛
け
た
い
。

Ｑ　

北
部
の
市
町
で
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
ツ
ー
ル
と
し

て
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に
も
取
り
組
ん
で
い
る

自
治
体
が
あ
る
。
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
一
例
と

し
て
取
り
上
げ
た
が
、
情
報
発
信
に
は
、
様
々

な
手
法
が
あ
り
、
時
代
に
合
わ
せ
て
使
用
す
る

ツ
ー
ル
の
見
直
し
は
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え

る
が
、
本
市
の
見
解
は
。　

Ａ　

情
報
化
社
会
が
加
速
し
て
お
り
、
デ
ジ
タ
ル

を
活
用
し
た
情
報
発
信
が
必
要
不
可
欠
な
時
代

と
な
っ
て
き
て
い
る
。
従
来
か
ら
実
施
を
し

て
い
る
新
聞
や
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
等
の
メ
デ
ィ

ア
、
広
報
ね
っ
と
等
の
紙
媒
体
と
デ
ジ
タ
ル

ツ
ー
ル
を
掛
け
合
わ
せ
、
時
代
の
変
化
に
応
じ

た
工
夫
を
し
な
が
ら
、
情
報
発
信
に
努
め
て
い

く
。

新たなツールでの情報発信を民政会　　片　岡　英　晃
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Ｑ　

農
業
資
材
、

特
に
肥
料
の
高
騰

で
農
業
の
継
続
に

不
安
の
声
が
多
数

あ
る
が
、
肥
料
高

騰
の
実
態
と
農
業

経
営
へ
の
影
響
に

つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

Ａ　

農
業
用
の
肥
料
の
高
騰
率
を
示
す
一
つ
の
指

標
と
し
て
農
水
省
の
農
業
物
価
統
計
調
査
の
農

業
物
価
指
標
が
あ
り
、
直
近
の
公
表
指
数
で

は
、
肥
料
総
合
で
は
、
36
・
５
％
増
加
し
て
お

り
、
飼
料
・
餌
で
は
20
・
３
％
増
加
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
厳
し
い
農
業

経
営
を
さ
れ
て
お
り
、
営
農
意
欲
が
減
退
し
か

ね
な
い
状
況
と
認
識
し
て
い
る
。

Ｑ　

中
丹
地
域
の
農
業
指
標
か
ら
も
、
農
業
経
費

に
占
め
る
肥
料
の
割
合
が
高
く
、
価
格
高
騰
は

経
営
に
影
響
す
る
と
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
た

が
、
国
の
肥
料
高
騰
対
策
と
市
独
自
支
援
策
の

施
策
の
違
い
は
。　

Ａ　

国
の
肥
料
対
策
事
業
は
、
化
学
肥
料
の
２
割

低
減
の
取
組
や
、
申
請
書
、
領
収
書
等
の
提
出

が
必
要
。
市
の
支
援
策
は
、
肥
料
や
飼
料
の
高

騰
分
を
補
助
し
、
書
類
も
簡
素
化
し
て
農
業
者

の
負
担
軽
減
を
図
る
。

Ｑ　

農
業
経
営
の
痛
手
に
直
接
支
援
す
る
施
策
と

理
解
し
て
よ
い
の
か
。　

Ａ　

販
売
農
家
の
皆
さ
ん
に
直
接
支
援
す
る
事
業

で
、
意
欲
の
あ
る
農
業
者
が
安
心
し
て
農
業
経

営
を
継
続
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
た
い
。

農業資材高騰に伴う独自支援策を日本共産党　 吉　崎　篤　子

Ｑ　

マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
取

得
促
進
に
向
け
、

こ
れ
ま
で
ど
の
よ

う
な
取
組
を
行
っ

て
き
た
の
か
。
ま

た
、
今
後
ど
の
よ

う
な
取
組
を
行
う

予
定
か
。

Ａ　

取
得
促
進
の
た
め
、
職
員
が
市
役
所
外
に
出

向
き
、
出
張
申
請
受
付
を
実
施
し
て
い
る
。
今

後
の
予
定
と
し
て
、
市
内
事
業
所
で
の
出
張
申

請
受
付
を
強
化
す
る
ほ
か
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
集
団
接
種
会
場
や
確
定
申
告
会
場
で
の
出

張
申
請
受
付
を
検
討
し
て
い
る
。

Ｑ　

国
は
、
今
年
度
末
に
ほ
ぼ
全
国
民
の
カ
ー
ド

取
得
を
目
標
に
し
て
い
る
が
、
達
成
で
き
な
い

場
合
、
市
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
の
か
。　

Ａ　

カ
ー
ド
交
付
率
の
低
い
自
治
体
へ
の
交
付
税

の
配
分
が
少
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま

た
、
交
付
率
が
全
国
平
均
を
上
回
る
団
体
の
み

「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
交
付
金
」

の
申
請
を
可
能
と
す
る
こ
と
も
検
討
さ
れ
て
お

り
、
残
る
半
年
間
で
交
付
率
を
向
上
さ
せ
た

い
。

Ｑ　

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
第
２
弾
の
対
象
と
な
る

カ
ー
ド
の
申
請
期
限
が
12
月
末
ま
で
延
長
に

な
っ
た
が
、
第
２
弾
終
了
後
の
取
組
は
。　

Ａ　

第
２
弾
終
了
後
の
来
年
１
月
以
降
の
対
策
に

つ
い
て
、
現
時
点
で
は
具
体
的
に
答
え
ら
れ
な

い
が
、
今
後
第
３
弾
が
実
施
さ
れ
る
の
か
ど
う

か
を
注
視
す
る
と
と
も
に
、
実
施
さ
れ
な
い
場

合
を
想
定
し
、
市
の
独
自
施
策
を
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

マイナンバー制度について問う創政会　　柳　原　秀　一

Ｑ　

今
年
度
、
地

元
自
治
会
長
と
し

て
運
営
を
行
っ
て

い
る
が
人
口
の
減

少
に
よ
る
今
後
の

活
動
を
危
惧
さ
れ

て
い
る
会
員
が
い

る
。
他
に
も
同
様

の
問
題
を
抱
え
る
地
域
が
あ
る
と
思
う
が
、
合

併
を
含
め
市
と
し
て
検
討
し
て
い
る
こ
と
は
。

Ａ　

令
和
３
年
度
当
初
に
、
豊
里
地
区
の
三
つ
の

自
治
会
が
合
併
さ
れ
た
。
自
治
会
の
合
併
に

は
、
時
間
を
か
け
た
話
し
合
い
と
志
を
持
っ
た

リ
ー
ダ
ー
が
必
要
。
先
進
事
例
か
ら
取
組
を
学

び
、
支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

Ｑ　

人
口
減
少
の
問
題
に
子
ど
も
の
減
少
が
あ

る
。
市
内
の
地
区
す
べ
て
減
少
し
て
い
る
状
況

で
、
今
後
も
続
く
と
さ
れ
て
い
る
が
本
市
の
学

校
の
今
後
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
。　

Ａ　

学
校
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
核
や
交

流
、
防
災
拠
点
の
性
格
を
有
し
て
い
る
。
学
校

教
育
の
目
的
を
果
た
す
こ
と
が
困
難
な
場
合
、

地
域
や
保
護
者
と
共
に
適
正
配
置
を
検
討
し
な

い
と
い
け
な
い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ　

少
し
で
も
人
口
減
少
を
遅
ら
せ
る
た
め
に

は
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
増
加
の
た
め
の
住
む
と
こ
ろ

と
働
く
と
こ
ろ
が
必
要
と
感
じ
る
。
そ
の
た
め

に
本
市
が
現
状
、
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は
。　

Ａ　

定
住
サ
ポ
ー
ト
総
合
窓
口
で
空
き
家
バ
ン
ク

や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
人
な
ど
の
情
報
提
供
を

行
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
本
市
を
含
む
京

都
府
北
部
７
市
町
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
た
ん
た

ん
タ
ー
ン
」
で
情
報
発
信
に
努
め
て
い
る
。

人口減少問題への取組状況は民政会　　酒　井　裕　史
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Ｑ　

昨
年
よ
り
多

少
米
価
は
上
が
っ

た
が
、
現
状
の
米

価
で
は
稲
作
農
家

に
と
っ
て
経
営
は

大
変
厳
し
い
価
格

で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
状
況
を
本
市

と
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

Ａ　

稲
作
は
本
市
に
お
い
て
重
要
な
産
業
と
考
え

て
い
る
。
大
切
な
主
食
で
あ
る
米
価
の
下
落
は

農
業
者
の
営
農
意
欲
の
減
退
に
も
つ
な
が
る

課
題
で
あ
り
、
国
全
体
で
取
り
組
む
問
題
で
あ

る
。

Ｑ　

令
和
６
年
度
か
ら
導
入
さ
れ
る
森
林
環
境
税

は
、
国
税
と
し
て
一
人
年
額
１
，
０
０
０
円
を

徴
収
し
、
そ
の
趣
旨
と
し
て
森
林
の
有
す
る
公

益
的
機
能
は
国
民
に
広
く
恩
恵
を
与
え
る
も
の

で
あ
り
、
森
林
の
整
備
等
を
進
め
て
い
く
も
の

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
税
が
導
入
さ
れ
る
が
、

森
林
整
備
と
共
に
国
民
一
人
一
人
に
よ
る
農
地

を
守
る
法
律
も
必
要
で
は
な
い
か
。　

Ａ　

森
林
は
生
物
多
様
性
の
保
全
や
地
球
環
境
保

全
、
土
砂
災
害
防
止
土
壌
保
全
等
非
常
に
多
面

的
な
機
能
を
有
し
て
い
る
。
農
業
の
保
護
施
策

に
つ
い
て
は
、
農
業
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の

発
揮
の
促
進
に
関
す
る
法
律
が
平
成
26
年
に
施

行
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
法
律
に
よ
る
日
本
型
直

接
支
払
い
は
３
つ
の
交
付
金
制
度
が
あ
り
、
促

進
の
た
め
関
係
者
一
体
と
な
り
解
決
に
向
け
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
。
今
後
も
農
業
者
に
寄
り

添
っ
た
支
援
策
を
考
え
て
行
く
。

本市農業の今後について問う創政会　　渡　辺　弘　造

Ｑ　

９
月
に
静
岡

県
で
通
園
バ
ス
に

３
歳
児
が
置
き
去

り
に
さ
れ
亡
く
な

る
事
故
が
発
生
し

た
。
市
内
の
保
育

園
等
の
園
バ
ス
の

利
用
状
況
は
。

Ａ　

市
内
９
施
設
の
う
ち
、
４
施
設
が
園
バ
ス
を

保
有
し
、
１
日
に
約
70
名
の
児
童
が
通
園
バ
ス

を
利
用
し
て
い
る
。

Ｑ　

市
内
施
設
で
現
在
と
ら
れ
て
い
る
置
き
去
り

防
止
対
策
は
。　

Ａ　

昨
年
の
同
様
の
事
故
を
受
け
、
国
か
ら
出
さ

れ
た
安
全
管
理
の
徹
底
の
事
務
連
絡
に
基
づ

き
、
乗
降
時
に
座
席
や
人
数
を
確
認
し
共
有
す

る
な
ど
の
対
策
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。
ま
た

９
月
の
事
故
後
、
緊
急
点
検
を
実
施
し
取
組
状

況
を
確
認
し
た
。
今
後
、
府
に
よ
る
実
地
検
査

も
年
内
に
実
施
さ
れ
る
予
定
。

Ｑ　

重
大
事
故
の
発
生
前
に
は
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト

の
事
案
が
繰
り
返
し
発
生
し
て
い
る
が
、
そ
の

よ
う
な
事
例
が
公
表
さ
れ
ず
、
対
策
に
つ
な

が
っ
て
い
な
い
と
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
行
政
の

役
割
が
求
め
ら
れ
る
。
国
が
安
全
シ
ス
テ
ム
の

導
入
の
義
務
化
の
方
針
を
示
し
た
が
、
市
と
し

て
も
早
急
に
対
策
を
進
め
る
べ
き
で
は
。　

Ａ　

国
が
安
全
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
、
登
園

管
理
シ
ス
テ
ム
の
普
及
、
送
迎
バ
ス
の
安
全
装

置
改
修
支
援
な
ど
、
再
発
防
止
に
向
け
た
具

体
的
な
緊
急
対
応
策
を
10
月
中
に
取
り
ま
と
め

る
。
市
と
し
て
は
、
実
地
調
査
の
結
果
や
、

国
・
府
の
動
き
を
見
て
対
応
し
た
い
。

園バス置き去り防止対策の強化をみらいのあやべ　中　島　祐　子

Ｑ　

京
都
府
の

総
合
計
画
の
中
間

案
が
示
さ
れ
産
業

創
造
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
ゾ
ー
ン
と
し
て

本
市
は
指
定
を
受

け
る
こ
と
に
な
る

が
、
そ
の
計
画
は
。

Ａ　

綾
部
市
に
は
北
部
物
流
拠
点
の
方
向
性
が
示

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
京
都
舞
鶴
港
を
核
と

し
た
物
流
関
連
企
業
の
誘
致
も
期
待
さ
れ
、
民

間
企
業
を
巻
き
込
ん
だ
物
流
拠
点
等
の
確
保
に

つ
い
て
、
府
と
一
体
的
に
取
り
組
む
た
め
の
体

制
整
備
な
ど
に
つ
い
て
協
議
を
進
め
て
い
る
。

Ｑ　

綾
部
は
高
速
道
路
の
ク
ロ
ス
地
点
に
な
っ
た

が
、
あ
ま
り
新
規
で
企
業
の
参
入
が
進
ん
で
い

な
い
。
今
回
、
こ
の
チ
ャ
ン
ス
が
今
後
の
新
工

業
団
地
計
画
に
つ
な
が
れ
ば
と
期
待
す
る
が
、

こ
の
計
画
の
課
題
は
。　

Ａ　

予
想
さ
れ
る
課
題
と
し
て
は
、
新
た
な
用
地

の
確
保
、
水
道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
係
る

莫
大
な
経
費
の
発
生
や
、
府
南
部
に
お
い
て
予

定
さ
れ
て
い
る
大
規
模
物
流
拠
点
と
の
機
能
分

担
や
参
入
企
業
、
人
材
の
確
保
等
が
考
え
ら
れ

る
。

Ｑ　

こ
の
物
流
拠
点
の
話
が
、
福
知
山
市
や
舞
鶴

市
に
逃
げ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
対
応
し
て
ほ
し

い
が
、
今
後
の
計
画
は
。　

Ａ　

物
流
は
地
域
産
業
や
市
民
生
活
を
支
え
、
地

方
創
生
を
推
進
す
る
主
要
な
社
会
イ
ン
フ
ラ
で

あ
り
、
府
と
も
十
分
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

北
部
物
流
拠
点
の
整
備
、
誘
致
に
積
極
的
な
取

組
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

物流拠点計画について問う創政会　　高　橋　　輝



Ｑ　

コ
ロ
ナ
禍
に

加
え
原
材
料
価

格
の
高
騰
、
急
激

な
円
安
を
背
景
に

10
月
に
入
り
値
上

げ
が
集
中
し
て
い

る
。
ど
う
乗
り
越

え
よ
う
か
と
努
力

し
て
い
る
が
も
う
限
界
だ
と
い
う
声
が
市
民
か

ら
上
が
っ
て
い
る
。
全
国
で
は
、
市
民
生
活

や
経
済
活
動
を
支
援
す
る
目
的
で
、
水
道
料
の

減
免
が
広
が
っ
て
お
り
、
京
都
府
内
で
も
、
福

知
山
市
で
令
和
２
年
水
道
基
本
料
金
相
当
額
の

免
除
、
和
束
町
で
本
年
７
月
か
ら
来
年
５
月
ま

で
、
与
謝
野
町
で
本
年
８
月
か
ら
来
年
３
月
ま

で
、
久
御
山
町
で
本
年
６
月
か
ら
９
月
ま
で
減

免
・
減
額
が
実
施
さ
れ
る
。
本
市
で
の
実
施
予

定
や
効
果
に
つ
い
て
の
考
え
は
ど
う
か
。

Ａ　

水
道
事
業
は
利
用
者
か
ら
い
た
だ
く
水
道
料

金
で
賄
う
独
立
採
算
制
に
よ
り
経
営
を
行
っ
て

い
る
が
、
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
に
よ
り
、

本
市
の
水
道
事
業
経
営
も
大
き
な
影
響
を
受
け

て
い
る
。
本
市
で
は
、
水
道
未
普
及
地
が
存
在

し
て
い
る
こ
と
や
共
同
住
宅
な
ど
管
理
会
社
が

一
括
し
て
管
理
さ
れ
て
い
る
住
宅
も
あ
り
、
市

民
の
誰
も
が
減
免
を
受
け
る
こ
と
に
は
な
ら
な

い
。
現
行
料
金
で
安
心
・
安
全
な
水
を
安
定
的

に
供
給
す
る
た
め
事
業
運
営
に
努
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
減
免
は
考
え
て
い
な
い
が
、
原

油
価
格
・
物
価
高
騰
に
直
面
す
る
市
民
へ
の
影

響
を
緩
和
す
る
た
め
の
対
策
と
し
て
、
保
育
施

設
副
食
材
料
費
支
援
事
業
な
ど
９
事
業
に
つ
い

て
補
正
予
算
を
お
願
い
し
て
い
る
。

くらし応援のため水道料減免を日本共産党　 井田　佳代子

Ｑ　

府
道
綾
部
大

江
線
（
向
田
地

内
）
は
通
学
路
で

あ
る
が
、
歩
道
が

な
く
道
路
幅
も
狭

い
。
道
路
端
に
側

溝
が
あ
り
、
特
に

冬
場
の
降
雪
時
や

凍
結
時
に
は
大
変
危
険
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
初

め
て
議
員
と
な
っ
た
平
成
30
年
９
月
議
会
一
般

質
問
に
お
い
て
、
歩
道
の
設
置
を
含
む
改
良
事

業
の
要
望
に
対
し
、
今
後
の
事
業
着
手
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
の
答
弁
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
も
毎
年
、
各
関
係
自
治
会
と
一
緒
に
要

望
も
行
っ
て
き
た
が
、
現
在
の
進
捗
状
況
は
。

Ａ　

京
都
府
中
丹
東
土
木
事
務
所
に
よ
る
と
、
地

元
要
望
等
を
踏
ま
え
た
中
で
、
今
年
度
通
学
路

対
策
と
し
て
新
規
事
業
化
さ
れ
、
市
道
向
田
線

と
の
交
差
点
か
ら
東
部
エ
リ
ア
の
歩
道
設
置
に

向
け
、
測
量
設
計
の
委
託
業
者
が
決
定
し
た
段

階
と
聞
い
て
い
る
。

Ｑ　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
ど
の
様
に
な
っ

て
い
る
か
。　

Ａ　

今
後
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
の
測
量
、
詳
細

設
計
に
よ
り
、
歩
道
設
置
な
ど
の
具
体
的
な
改

良
案
を
検
討
し
、
地
元
関
係
者
に
説
明
を
行

い
、
そ
の
後
、
計
画
に
つ
い
て
地
元
の
合
意
を

得
た
上
で
、
用
地
測
量
、
用
地
立
会
い
を
経
て

工
事
着
手
へ
と
進
捗
し
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。

市
と
し
て
も
、
地
元
自
治
会
や
土
木
事
務
所
と

も
連
携
し
、
事
業
の
推
進
に
向
け
て
協
力
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

府道綾部大江線改良について問う民政会　　本　田　文　夫
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一般質問

Ｑ　

田
園
風
景
を

守
る
た
め
に
、
ま

た
、
担
い
手
を
増

や
し
、
農
家
が
食

べ
て
い
け
る
よ
う

な
状
態
に
な
る
た

め
に
は
、
様
々
な

手
法
を
用
い
て
、

米
価
を
維
持
し
、
流
通
量
を
増
や
す
施
策
が
必

要
だ
と
考
え
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
米
の
流

通
量
を
増
や
す
ふ
る
さ
と
納
税
が
効
果
的
だ
と

考
え
る
。
綾
部
の
米
や
農
作
物
を
食
べ
た
い
人

は
、
昔
か
ら
綾
部
の
米
を
食
べ
て
い
た
綾
部
の

方
だ
と
思
う
。
他
の
地
方
に
移
り
住
ん
だ
方
達

に
情
報
を
送
り
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
で
、
ふ
る
さ
と

納
税
の
利
用
を
増
や
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

Ａ　

農
産
物
に
係
わ
る
ふ
る
さ
と
納
税
額
は
、

７
１
８
万
２
，
０
０
０
円
。
農
業
を
主
産
業
の

一
つ
と
し
て
い
る
本
市
が
、
農
産
物
を
ふ
る
さ

と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て
活
用
を
す
る
こ
と

は
、
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
と
と
も
に
、
農
家
の
皆
様

の
収
入
増
に
向
け
た
販
路
の
一
つ
と
し
て
大
変

有
効
で
あ
る
と
考
え
る
。
現
在
ふ
る
さ
と
納
税

の
Ｐ
Ｒ
方
法
に
つ
い
て
は
、
Ｈ
Ｐ
を
始
め
綾
部

特
別
市
民
の
方
々
、
転
出
手
続
を
さ
れ
た
方
、

成
人
式
参
加
者
に
対
し
、
カ
タ
ロ
グ
や
チ
ラ
シ

な
ど
を
配
布
し
て
い
る
。
返
礼
品
や
取
扱
い
事

業
者
の
拡
大
の
ほ
か
、
商
品
開
発
の
推
進
を
行

い
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
数
を
増
や
す
な
ど
し

て
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
増
加
と
と
も
に
、
Ｐ
Ｒ

に
努
め
て
い
き
た
い
。

米の流通を増やすための施策とは民政会　　藤　岡　康　治
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Ｑ　

前
立
腺
が
ん

や
膀
胱
が
ん
に
罹

患
し
た
方
が
、
尿

漏
れ
パ
ッ
ド
を
使

用
さ
れ
る
が
、
外

出
先
で
捨
て
る
所

が
な
い
。
公
共
施

設
の
男
性
用
ト
イ

レ
に
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
設
置
の
必
要
性
に

つ
い
て
の
見
解
と
今
後
の
考
え
は
。

Ａ　

前
立
腺
が
ん
や
膀
胱
が
ん
の
手
術
を
受
け
ら

れ
た
方
な
ど
の
尿
漏
れ
対
策
で
吸
水
パ
ッ
ド
や

薄
型
紙
パ
ン
ツ
等
が
利
用
さ
れ
、
廃
棄
す
る

た
め
の
設
置
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ト
ラ
ン
ス

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
方
へ
の
配
慮
に
お
い
て
も
必
要

性
が
あ
る
と
考
え
る
。
ま
ず
は
、
多
目
的
ト
イ

レ
を
優
先
に
設
置
し
、
市
の
公
共
施
設
に
お
い

て
出
来
る
と
こ
ろ
か
ら
設
置
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

お
む
つ
を
外
せ
な
い
子
ど
も
が
保
育
所
等
に

通
う
場
合
、
各
家
庭
が
必
要
な
お
む
つ
を
持
参

し
、
使
用
済
み
お
む
つ
を
持
ち
帰
る
状
況
で
あ

る
。
お
む
つ
は
紙
お
む
つ
が
主
流
で
あ
る
が
、

今
後
衛
生
面
や
感
染
症
予
防
、
保
育
士
、
保
護

者
の
負
担
軽
減
を
考
慮
し
、
紙
お
む
つ
の
無
償

提
供
と
各
園
で
の
処
理
に
転
換
す
る
考
え
は
。　

Ａ　

本
取
組
は
、
子
育
て
環
境
の
充
実
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
保
育
士
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が

る
取
組
で
も
あ
る
た
め
、
本
市
に
お
い
て
も
検

討
は
始
め
て
い
る
。
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
使

用
済
み
紙
お
む
つ
の
保
管
場
所
の
整
備
や
運
搬

費
用
な
ど
、
相
応
の
費
用
負
担
を
伴
う
た
め
、

近
隣
自
治
体
や
保
護
者
、
保
育
施
設
の
意
見
を

確
認
す
る
中
で
慎
重
に
検
討
し
た
い
。

がん患者支援と子育て支援を公明党　　渡辺　小百合

一般質問

●監査委員の選任
　本田　文夫　さん（議会選出）＝新

●公平委員会委員の選任
　塩尻　澄雄　さん（上八田町）＝再

同意した人事案件

政務活動費は、地方自治法第 100 条第 14 項及び第 16 項の規定に基づき、「綾部市議会政務活動費の交付に関する条例」を定め
て、市議会議員の調査研究に必要な経費の一部として交付されます。会派に対し、月額１万５千円／人。　

なお、詳細については、市議会ホームページ、情報公開コーナー（市役所東庁舎１階）で公開しています。

令和４年度(４月～８月）政務活動費の収支内容をお知らせします。令和４年度(４月～８月）政務活動費の収支内容をお知らせします。

525,000

375,000

285,000

75,000

75,000

15,000

175,685 

78,681 

393,271 

58,269 

11,712 

3,904 

175,000

78,000

285,000

58,000

11,000

3,000

（単位：円）

交付上限額 支出総額 交付決定額政　務　活　動　概　要会　　派

コピー代、研修参加、タブレット通信料等

コピー代、新聞購読料、タブレット通信料等

会報発行、折込料、書籍購入、タブレット通信料等

新聞購読料、事務用品、タブレット通信料等

タブレット通信料

タブレット通信料

※支出総額と交付決定額の差額は会派で支払われています。

民 　 政 　 会

創 　 政 　 会

日 本 共 産 党

公 　 明 　 党

心 　 友 　 会

みらいのあやべ

●固定資産評価審査委員会委員の選任
　由良　茂文　さん（新庄町）＝再

●人権擁護委員の候補者の推薦
　福井　良子　さん（寺町）＝新

●人権擁護委員の候補者の推薦
　大島　得士　さん（栗町）＝新



取材を終えて
皆さんが、学校や地域のことが大好きで、地域の皆さんの

協力もいただきながら、伸び伸びと生活している様子がよく
分かりました。児童会本部委員会活動に対する意気込みを伺
いましたが、学校を引っ張っていきたい、ルールを守り、安
全な学校にしたい、みんなが仲良く過ごせる学校にしたいな
ど、活動に対する熱い想いを感じることができました。これ
からも小中一貫校の魅力である学年や世代を超えた交流の中
から色んな事を吸収し、地域の方々への感謝の気持ちを忘れ
ることなく、豊かな自然の中で、勉強にスポーツに励んでく
ださい。

これまで中学生の声を紹介してきましたが、今回から小学生の声を紹介していきます。
第１回は、東綾小学校へ広報広聴委員が訪問し、６年生と５年生の児童会本部委員の
皆さんの声を聞いてきました。

〜東綾小
学校〜
（令和４年10月 取材）

世代からの

メッセー
ジ次次

・地域の人が挨拶をしに来てくれること。大人の人が全員優
　しいこと。
・登下校のときにあいさつしたりしてくださる。あいさつ安
　全の日とか地域の人がついてきてくださる。元気に笑顔で
　あいさつしてくださる。
・朝、校門であいさつをしてくれる事。地域の草かりをして
　くれている事。
・たおれている木やゆきをどけてくれるところ。
・学校にいけるようにしてることと、いつも地域のかたがた
　がやさしくあいさつしてくれる。
・困っていたら「どうしたん？」と声をかけてくれるとこ
　ろ。みんないやな顔をせずにいてくれるところ。弱音をは
　かずにいてくれるところ。

・自然が多いところ。田舎なので、人と人とのふれあいが多
　いところ。人が多すぎないところ。
・いろいろなお祭りとかがある。川とか山があって自然が豊
　か。明るい。楽しいところ。
・自然が豊かなところ。事件や事故が少なく、安全なところ。
・じこがない。ゴミが少ない。やさしい人がすごく多いところ。
・みんながやさしいところが好き。
・地域の人と話しやすいところ。みんなやさしいところ。
　元気なところ。あまり年がかんけいなくだれとでも話せる
　ところ。

・小学校と中学校が１つの校舎なので、いろいろな行事など
　が合同でできること。みんな仲が良いところ。
・１～６年生学級関係なく遊べるところ。言われたことを
　ちゃんとするところ。いろいろな遊ぶとこ・ものがある。
　クラブとかがある。みんな仲良し。
・給食がおいしいところ。友達と話ができるところ。友達と
　遊ぶのが楽しい。きれいなこと。
・きれいでみんながやさしいところ。みんなしっかりルール
　をまもるところ。
・バドミントンができることがすき。外で自由に遊びたいこ
　とができるところがすき。
・友達とのきょりかんがちかいところ。笑顔であいさつがで
　きるところ。みんな（全校）の仲がいいところ。

・プロ野球選手になりたい。アメリカのメジャーリーグで
　活躍したい。
・美容師。みんなのためになる仕事。みんなが笑顔になれ
　る仕事。みんなが過ごしやすい町にする仕事。
・ロボット設計技術者などのロボットを作る仕事。
・ぜったいになりたい仕事はないけど、みんなのやくにた
　つ仕事がしたいです。
・大工をやりたいです。
・目標は、中学校で成績をのばしてかしこい高校にいくこ
　と。動物が好きなので動物と関わりのある職業につきた
　い。みんなに信頼してもらえ、たよりにしてもらえる人
　になること。

大きくなったらどんな仕事がしたい？（目標）

学校のどんなところが好き？

綾部（地域）のどんなところが好き？

地域の人にありがとう！
周りの大人に感謝していることは？
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今夏、第１９期の市議会議員が決まり、広報広聴委員も新たな構成
になりました。新しい８人の委員で、市民の皆様に、市政や市議会に興
味や関心を持っていただける紙面づくりに取り組んでまいります。

長引くコロナ禍ではありますが、ようやく制限のない普段の生活に戻りつつあります。 「ウイズコロナ」
に向けてしっかりと感染防止に努めながら、広聴活動にも励んでまいります。
ご意見、ご質問等ございましたら、議員または議会事務局までお問い合わせください。寒い時季とな

りますが、皆様のご健勝とご多幸をお祈り申し上げます。

編集／広報広聴委員会
◎松本幸子　○中島祐子　後藤光　渡辺小百合　塚﨑泰史　酒井裕史　片岡英晃　高橋輝　（◎委員長　○副委員長）

編 集 後 記


